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Ⅲ データ集

資料：平成22年　内閣府「高齢者の生活と意識に関する国際比較調査」
（注）調査対象は、60歳以上の男女

60歳以上の高齢者の健康についての意識調査（国際比較）
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病気がちで、寝込むことがある病気で、一日中寝込んでいる

健康である
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資料：平成22年　内閣府「高齢者の生活と意識に関する国際比較調査」
（注）調査対象は、60歳以上の男女

60歳以上の高齢者の日常生活における介助等の必要度（国際比較）

少し不自由だが何とか自分でできる
不自由で、一部ほかの人の世話や介護を受けている不自由で、全面的にほかの人の世話や介護を受けている
まったく不自由なく過ごせる
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③ 健康

資料：「保健医療福祉に関する地域指標の総合的開発と応用に関する研究」（平成9年度厚生科学研究費補助金報告書）
（注）自立期間とは、要介護とならない平均期間を意味する。%の数値は自立期間の割合（平均余命のうち要介護とならない期間の割合）を示す。
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資料：鈴木隆雄他「日本人高齢者における身体機能の縦断的・横断的変化に関する研究」
　　 （第５３巻第４号「厚生の指標」2006年4月,p1-10）より引用）
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Ⅲ データ集

資料：Cornelius and Caspi（1987, p150）

認知能力の年齢による変化
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資料：Akiyama et al （2008）　アメリカ老年学会2008年年次大会

機能的健康度の変化パターン（男性）
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③ 健康

資料：Akiyama et al （2008）　アメリカ老年学会2008年年次大会

機能的健康度の変化パターン（女性）

－全国高齢者20年の追跡調査（N＝6,000）－
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